
 

滋賀県がん診療連携協議会 議事結果報告書 

 

会 議 名 令和5年度 滋賀県がん診療連携協議会 がん登録推進部会 

開 催 期 間 令和6年2月19日（月）～2月22日（木）  

開 催 方 法 電子メールによる意見交換 

委 員 【委員】 

滋賀県立総合病院       山本 秀和  （部会長） 

滋賀医科大学医学部附属病院  稲富 理 

滋賀医科大学医学部附属病院  入山 侑香 

大津赤十字病院        石戸谷 哲 

大津赤十字病院        森  明子 

公立甲賀病院         太田 裕之 

公立甲賀病院         中嶋 康人 

彦根市立病院         龍見 謙太郎 

彦根市立病院         志井 千明 

市立長浜病院         上田 修吾 

市立長浜病院         神部 百合子 

高島市民病院         武田 佳久 

高島市民病院         大橋 信也 

市立大津市民病院       常塚 啓彰 

市立大津市民病院       寺田 貴子 

淡海医療センター       伊藤 良治 

淡海医療センター       福山 歩美 

済生会滋賀県病院       片山 政伸 

済生会滋賀県病院       土屋 明子 

近江八幡市立総合医療センター 門谷 弥生 

近江八幡市立総合医療センター 大西 真 

長浜赤十字病院        丹後 泰久 

長浜赤十字病院        廣部 有香 

東近江総合医療センター    山口 剛 

東近江総合医療センター    太田 悦子 

滋賀県がん患者団体連絡協議会 柳田 英代 

滋賀県健康医療福祉部     田村 奈那子 

滋賀県立総合病院       野間 幸夫 

【事務局】 

滋賀県立総合病院       柳  香里 

滋賀県立総合病院       米澤 寿裕 

（敬称略） 

議 事 概 要 1. 令和5年度アクションプラン評価 

令和5年度のアクションプラン評価について、令和5年度の実施計画にある部会はメール

意見交換で開催することができた。実務研修会も計画どおりに実施することができた。 

2022年診断全国集計データ提出はすべて計画通りできた。 

データ活用についても各施設年報の統計や、ホームページに掲載など行えている。以上

のことから最終評価は｢A｣と決定した。 

 

2. その他 

院内がん登録全国集計データを利活用として取りまとめ統計を作成し各施設へ配布を

行っていたが、今回この取り組みについて各施設へ配布してもいいのか、また院内がん



 

登録全国集計データを利用する際は国立がん研究センターに申請すべきではないか、と

いう意見がありアンケートを実施した。その結果、①相互チェックについて継続を希望

6施設、中止3施設、わからない（意見できる立場ではない）1施設、その他3施設という

結果となった。②データ利活用について継続を希望6施設、わからない（意見できる立場

ではない）1施設、その他6施設という結果となった。①相互チェック、②データ利活用

についても継続の意見が多かったが、中止の意見もあるので今まで通り続けるというわ

けにはいかないように思われる。 

国立がん研究センターに全国集計後の提出データを利用し部会での資料作成、相互チェ

ック実施について問合せを行ったところ、「県内の各施設様からのデータを県独自に収

集されている場合は、今まで通り独自に収集をしていただくことは全く問題ない」とい

う回答だった。しかし第三者提供については「解釈の問題」ということだった。 

そのことを踏まえた上で①相互チェックは精度も向上していることからチェック方法

を検討し継続する、②データ利活用はデータではなく統計を作成するための数値のみ収

集することになった。 

 

次年度の部会、実務者研修会とも2回で計画している。第1回目部会はZOOM会議を予定し

ている。日程調整の協力をお願いする。 

 

 

 

  

以上のとおり報告します。                          令和6年3月4日 

滋賀県がん診療連携協議会 会長 様 

 

がん登録推進部会 部会長 山本 秀和 


